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あらまし 筆者らは，大規模なニュース映像アーカイブ中の映像を，時系列意味構造「トピックスレッド」に沿って
ストーリ単位で閲覧できるインタフェースの開発に取り組んでいる．本デモンストレーションでは，新たに，各ス
トーリに関連する様々なウェブコンテンツとともに映像を閲覧できるインタフェース「mediaWalker II」を紹介する．
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Abstract We have been developing an interface that allows browsing footages in a large-scale news video archive
per story based on a chronological semantic structure “Topic thread”. In this demonstration, we will introduce a
new interface “mediaWalker II”, which allows browsing footages along with Web contents related to each story.
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1. は じ め に

近年，記憶装置の大容量化に伴い，大量の映像を蓄積
できるようになった．我々は 2001年以来，特定のニュー
ス番組の映像を蓄積してきた．これらの映像の長さは，
のべ 1,600時間にもなるため，何らかのトピックに沿っ

た映像を人手で検索しながら追跡することは難しい．そ
こで我々は，大規模ニュース映像アーカイブ中の映像を，
時系列意味構造「トピックスレッド」に沿ってストーリ
単位で閲覧するインタフェースの開発に取り組んでき
た [3]．本デモンストレーションでは，これまでに開発し
たmediaWalkerインタフェース [2], [4]に対して，新たに



各ストーリに関連するウェブコンテンツを閲覧できるよ
うにしたmediaWalker IIインタフェースを紹介する．
なお，トピックスレッド構造の構築方法及び medi-

aWalkerインタフェースの基本機能については，文献 [2]～
[4]にゆずり，以下ではニュース映像中の各ストーリと
ウェブコンテンツとの関連付け方法について簡単に紹介
する．

2. ウェブコンテンツとの関連付け

2. 1 Wikipediaエントリとの関連付け

まず，オンライン百科事典Wikipedia（注1）のエントリと
の関連付けを行なう．これにより，Wikipediaエントリ
自体が関連付くとともに，エントリ名をニュースストー
リの索引とみなして，他のウェブコンテンツを関連付け
る際の検索に利用する．
以下に，関連付け方法を簡単に紹介する．対象とする
全Wikipediaエントリに以下の処理を施すと，各ニュー
スストーリに対して，複数のエントリが関連付くことも
ある．詳細は文献 [5]を参照されたい．
（1）ニュース映像とWikipediaエントリとの関連付け

Wikipedia記事から日付に関する表現を全て抽出する．
ニュース映像が放送された日かその前日の日付が含まれ
る場合，そのエントリを照合対象とする．これにより関
連付けに要する計算時間を短縮する．
次に，ニュースストーリの文字放送字幕（Closed-

caption）とWikipedia記事の各々の名詞頻度ベクトル
の余弦距離が一定以下のものを関連付ける．
（2）トピックスレッド構造に沿った関連付けの拡張
毎日放送されるニュース映像と比べると，Wikipedia
記事には綿密に経緯が記述されているとは限らないため，
（1）の処理で照合対象からもれるエントリがある．そこ
で，事前に構築しておいたトピックスレッド構造に沿っ
て，当該ニュースストーリの前後のストーリについても
照合する．照合の結果関連付くものがなくなるまで，ト
ピックスレッド構造をたどって関連付けを拡張する．

2. 2 一般のウェブコンテンツとの関連付け

各ニュースストーリにつき，その放送日と，2. 1で関
連付いたWikipedia記事のエントリ名をクエリとして
様々なウェブコンテンツを検索し，その結果を関連付け
る．本デモンストレーションでは，以下のAPIを利用し
て関連付けを行なったウェブコンテンツに対してリンク
を張った．
• 日テレ API（注2）

• Yahoo! ニュース・トピックス API（注3）

• Google AJAX Search API（注4）

（注1）：http://ja.wikipedia.org/

（注2）：http://appli.ntv.co.jp/appli/api/news/index.html

（注3）：http://public.news.yahoo.co.jp/api/

（注4）：http://code.google.com/intl/ja/apis/ajaxsearch/

図 1 mediaWalker II インタフェース．ニュースの時系列意
味構造「トピックスレッド」に沿って，トピックの変遷
を追跡できる．各ストーリでは，映像を再生するととも
に，関連ウェブコンテンツを閲覧できる．

3. mediaWalker IIインタフェース

得られた関連ウェブコンテンツへのリンクを，medi-
aWalkerインタフェースに追加した（図 1）．これによ
り，特定のニュース番組から得られる情報だけでなく，
関連する様々なウェブコンテンツを参照しながら，多角
的な内容理解を促進できると考える．

4. お わ り に

本デモンストレーションでは，ニュース映像アーカイ
ブ中の映像を，時系列意味構造に基づいてストーリ単位
で閲覧しながら，同時にウェブコンテンツを閲覧するた
めに開発した mediaWalker IIインタフェースを紹介し
た．今後は，アーカイブ中の他放送局のニュース映像と
の関連付け [1]結果の利用や，放送映像とウェブコンテ
ンツを総合的に利用した情報再編簒などに取り組む．
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